
京都外国語大学・国際貢献学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３０２

基盤研究(C)（一般）

2019～2017

資本主義分析モデルによる女性リーダーのキャリアモビリティーの国際比較

Women Leaders, Career Mobility, and Institutional Changes in Japan, Norway, and 
the United States

６０７３７６１７研究者番号：

根本　宮美子（Nemoto, kumiko）

研究期間：

１７Ｋ０２０９２

年 月 日現在  ２   ７ １４

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、企業のトップマネジメントにおける女性のキャリアパスが組織の経営慣
行及び労働政策の異なる国によって異なるのかをアメリカ、日本、ノルウェーそれぞれの企業を対象に聞き取り
を行うことにより比較を行い、3カ国において企業シニアマネジャーのキャリアパスについてのデータを収集す
ることができた。企業トップの女性というグループの中でも、アメリカ、日本、ノルウェーにおいては、学歴と
職歴、家族観、仕事観、昇進の軌跡、組織におけるリーダーシップ観、組織や産業の種類における聞き取りの内
容は大きく異なることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Based on over 100 in-depth interviews, this research has explored how top 
female managers in Japan, the United States, and Norway have engaged in career development in order 
to move up to the most senior positions in their companies. The investigator has analyzed the 
collected data based on national differences including gendered structures in corporate 
opportunities, labor mobility, and family policies. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本、アメリカ、ノルウェーという経済、政治、ビジネスシステムの極めて異なる国において女性の経営トップ
のキャリアパスがどのように異なるかを調査分析することで、国家間・企業間のジェンダー障壁の違いや類似点
を比較することができる。国ごとの多様な視点からの比較を行うことで、より効率的に日本の企業・ビジネス一
般における女性の進出を図る政策を提案する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 
(1)日本における女性リーダーの比率の低さは少子高齢化の急速な進展による労働人口の現象
と関連し、日本の国益や国力に関わる深刻な問題として国際的に大きな批判を受けている。世
界経済フォーラムの2015年のジェンダーギャップ指数も日本は145カ国中101位と依然低いまま
である。医者や弁護士等の専門職から、政治家、企業組織の管理職まで、指導的ポジションに
立つ女性リーダーの圧倒的な少なさは、政府と企業の迅速な対応と措置を必要とするものであ
る。政府の2030年をめどにした女性指導者比率３０パーセントなどの具体的な数値目標をはじ
め、現在自主努力に留まっているクォータ制やポジティブアクションの企業への義務づけ、男
女雇用機会均等法改正による間接差別の定義の明示、雇用側の女性差別防止の徹底、企業にお
ける長時間労働規制や男性の育児参加と育児休暇の促進によるさらなる女性労働の活発化と女
性リーダーの増加に向けて、一層の改善が図られている。しかしポジティブアクションや育児
休暇制度などの他国の先例を模倣する政策だけでは十分ではない。企業労働システムの構造が
国ごとに異なる点を検討する必要がある。 
(2)申請者は2016年から2019年に、アメリカ、日本、ノルウェーにおいてシニアマネジャー、
トップ経営者層、CEOに聞き取りを行い、企業統治体系、政府の政策、労働市場の流動性の全
く異なるアメリカとノルウェーの女性リーダーのキャリアモビリティーを比較し、3カ国にお
いて合計100人以上の経営トップ層から聞き取りを行い、そのキャリアパスとリーダーシップ
に関するデータを収集することができた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本、アメリカ、ノルウェーの企業トップの女性のキャリア形成に関するイン
タビューデータの収集を行い、それを比較検討することにより、企業経営モデルの違い、組織慣
行、労働政策、政府の家族と仕事の両立政策、企業の政策（クォータ制、ポジティブアクション
）といった社会経済モデルの国における構造の違いが、女性指導者のキャリアパス形成とモビリ
ティーにいかなる影響を与えうるのかを究明することである。 
 
３．研究の方法 
アメリカ、日本、ノルウェーにおいて企業経営トップ層から聞き取りを行った。2016年から2019
年まで合計100人以上からの聞き取りを行った。また組織慣行や経済政策について各国の違いを
深く理解するため、文献調査及び経済団体や企業人事、またアメリカ、ノルウェーにおける研究
者からの聞き取りも同時に進展させた。聞きとりデータを書き起こし、現時点ではまだ関連テー
マごとに分析を進めている。聞き取り数の多さから書き起こしや分析テーマの設定と分析作業
に時間を費やしておりデータ分析が遅れている。 
 
４．研究成果 
 
(1)先行研究レビュー、理論枠組みの検討、実証データを、組織慣行、経営慣行、家族政策、
労働政策、教育と労働市場のあり方等の視点から整理、分析、体系化を進めている。今後デー
タ分析の進展に伴い、論文発表においてさらなる研究成果の発表が期待できる。 
(2) 1年目計画は、先行研究の整理、聞き取り者の選定、政治経済政策の違いの分析等を含めた
調査準備を進めることであったが、調査参加者の選定に十分な時間を割き、多くの国内外研究者
、ビジネス関係者に協力を募り、日本及びアメリカにおいて聞き取り調査を実際に開始するに至
った。2年目は3カ国におけるインタビューを本格的に進展させ、可能な限り、実証データの収集
を行い、またその分析を進めるようにしたが、各国の休暇や労働時間に対する考え方の違い等も
あり、スケージュールの調整が大変困難であり、データ収集の終了とはならず3年目も引き続き
3カ国でのデータ収集を行った。また、書き起こし作業とデータ分析にも着手した。 
(3)国によって女性活用政策が異なることは言うまでもないが、日本の大企業のように極めて包
括的で長期の育児休暇等を与えるような政策と経営トップ層の女性の数の増加にどれだけ相関
関係があるものか欧米の研究では疑問視している。欧米の研究は、むしろ、長期にわたる育児休



暇は女性の経営トップ層の減少と関連しているというパラドックスの存在について指摘してき
た。しかし企業の女性活用政策は育児休暇のみではないので、産業別企業別、国別の企業のジェ
ンダー慣行とくに昇進とキャリアアドバンスメントに関する労働慣行についてもさらに分析が
必要である。 
(4）女性が経営トップとしてキャリアパスを形成する過程で重要な役割を果たす要素として教
育が挙げられる。アメリカの研究ではコンサルティング企業は、エリート大学からの多くの学生
を採用し、アメリカの社会階級の再生産のルートとなっていることが指摘されているが、日本に
おいても外資系コンサルタントは女性トップのキャリア形成に極めて大きな役割を果たしてい
ることがわかった。日本企業と日本国内の外資系企業においてはキャリアパスパターンも異な
る。ノルウェー国内においても日本国内においてもアメリカ企業は独自の競争文化と価値によ
るステイタスを維持しており、今後は、国ごとによる違いも重要ではあるが、企業別産業別の文
化慣行とキャリアパスの分析が必要である。 
(5)ノルウェーのシニアマネジャー女性の多くは家庭と仕事の両立という価値規範を誇りとし
ていたが、企業がそうしたライフスタイルを支援していること、また男性パートナーが家事育児
に極めて大きく関与している事実は、日本はもちろんアメリカにおける家族のあり方、また仕事
やキャリアに対する価値観と大きく異なる点が観察された。 
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